
第３号議案 

 

 

（法第10条第１項関係様式例） 

令和7年度 事 業 計 画 書 

令和 7年 9月 1日から令和 8年 8月 31日まで 

特定非営利活動法人        

働く人とその家族サポートセンター 

１ 事業の趣旨・目的 
 

  働く人を取り巻く環境の激しい変化に対応すべく、「こころと身体の健康」「労働」「家族」

「百年人生応援」を中心に、特定非営利活動法人としてワンストップサービスの提供を目指す。 

当法人の基盤であるリスニングパートナー（傾聴者）資格の質実ともの向上、技能の重要性と

有効性の啓発を専門家の活動を通じて行う。 

主たる事務所である西条市と従たる事務所である松山市、ならびに新居浜市、宇和島市を拠点

として、働く人とその家族をサポートする事業の展開に取り組む。 

昨今のハラスメント問題や、働き方改革による従業員の新たなストレスや上司部下の人間関係

の複雑さ、併せて子育て、育児、介護の問題、そして健康を重視する組織の増加に対応するため

にも、こころの健康の確保、心理的安全性の確保が求められている。そのことを踏まえ、複数の

角度で、働く人をサポートできる事業を検討していく。 

健康経営や健康づくり宣言に付随するサービスの提供も推進していきたい。 
 
 

２ 事業の実施に関する事項 

定款の事業名 事業内容 

実施 

予定 

日時 

実施 

予定 

場所 

従事者

の予定

人数 

対象者の 

範囲及び 

予定人数 

自己の価値観や人間観を

再確認することで、これ

からの「生きがい働きが

いを考える」ための支援

を行う事業 

講演会、 

ワークショップの開催 
年 2回 

西条市 

松山市 

新居浜市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 

3人 
一般市民 

企業従業員 

30 人 

こころの健康生き方教室 

の開催 
年 2回 

西条市 

松山市 

新居浜市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 

5人 
一般市民 

企業従業員 

30 人 

若年労働者、中高年労働

者、女性労働者等に対す

るライフキャリアの形

成、良好なメンタルヘル

スの実現の支援を行う事

業 

無料相談 年 2回 

西条市 

松山市 

新居浜市 

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾙｰﾑ 

3人 
一般市民 

20 人 

リスニング 

カウンセリング 

相談室の常設 
通年 

西条市 

松山市 

新居浜市 

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾙｰﾑ 

5人 
一般市民 

20 人 

企業・団体・施設等に対

してライフキャリアの形

成やメンタルヘルスの啓

蒙活動及びそれらに対す

る教育活動を行う事業 

相談活動 

職場復帰支援 
随時 

西条市 

松山市 

新居浜市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 

4人 
一般市民 

企業従業員 

10 人 

事業所における 
ライフキャリアプランニング/ 

メンタルヘルス/ハラスメント/ 

コミュニケーションに関する研修 

随時 

西条市 

松山市 

新居浜市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 

4人 
一般市民 

企業従業員 

40 人 
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リスニングパートナー 

≪ベーシック≫ 

オープン講座の開催 

年 1回 
西条市 

松山市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 
3人 

一般市民 

企業従業員 

10 人 

働く人たちとその家族の

話を聴く傾聴者〔リスニ

ングパートナー〕を育成

するための教育研修を行

う事業 

リスニングパートナー 

育成講座の開催 
年 1回 

西条市 

松山市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 
3人 

一般市民 

企業従業員 

10 人 

「子育て支援」講座 年 1回 

西条市 

松山市 

新居浜市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 

3人 
一般市民 

企業従業員 

10 人 

対話「ダイアローグ」講座 年 1回 
西条市 

松山市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 
3人 

一般市民 

企業従業員 

10 人 

リスニングパートナー 

継続研修会の開催 
年 2回 

西条市 

松山市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 
3人 

リスニング 

パートナー 

20 人 

リスニングリーダー 

養成講座の開催 
 

本年度は 

未実施 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 
  

育成を受けた傾聴者〔リ

スニングパートナー〕が

それを市民後見人として

社会に貢献できるように

支援する事業 

ﾘｽﾆﾝｸﾞﾊﾟｰﾄﾅｰ・ﾘｽﾆﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 

資格認定及び 

社会貢献活動支援 
随時 

西条市 

松山市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 
3人 

ﾘｽﾆﾝｸﾃﾝﾊﾟｰﾄﾅｰ 

ﾘｽﾆﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 

10 人 

市民後見人としての仕事創

造及び市民後見人活動への

支援 

 
本年度は 

未実施 
  

市民後見人〔任意後見人〕

の育成事業 

市民後見人育成講座 
の開催 

 
本年度は 

未実施 
  

法人後見人（任意後見人）

として成年後見制度に関

する被成年後見人に対す

る相談及び支援事業 

法人後見事業への取組み  
本年度は 

未実施 
  

後見制度に関する 

相談業務 
 

本年度は 

未実施 
  

この法人の行う事業に

必要な調査研究・情報

収集及び提供 
パンフレット作成 通年 事務所 2人 一般市民 

その他目的を達成する為

に必要と認められる事業 

子どもをサポートすることを 

目的とした家族支援事業 

助成対象事業申請 
随時 

西条市 

松山市 

新居浜市 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) 

3人 
一般市民 

20 人 

 

以上 
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Ⅰ 経常収入の部

1 会費・入会金収入 　

・正会員入会金 50,000 個人5,000円×10人

・賛助会員入会金 30,000
団体10,000円×2団体

個人5,000円×2名

・正会員会費 50,000 個人5,000円×10人

・賛助会員会費 50,000 180,000 団体10,000円×5団体

2 事業収入
・ワークショップ等の開催 60,000 （3,000円×10人）×年2回

・直接個人面談 120,000 （4,000円×30人）一般

職場復帰支援 等 40,000 （4,000円×10人）職場復帰支援 等

・リスニングパートナー≪ベーシック≫オープン講座開催1回 35,000 （7,000円×5人）×年1回

・リスニングパートナー育成研修会の開催1回 150,000 （30,000円×5人）×1回

・市民後見人講座の開催1回 0 （60,000円×4人）×1回

・子育て支援講座の開催1回 120,000 （20,000円×6人）×1回

・対話「ダイアローグ」講座の開催1回 120,000 （20,000円×6人）×1回

・リスニングパートナー資格の認定試験登録 48,000 （12,000円×4人）×1回

・リスニングパートナー継続研修会の開催 60,000 （3,000円×10人）×2回

・リスニングリーダー育成研修会の開催1回 0  (20,000円×5人)×1回

・リスニングリーダー資格の認定試験登録 0  (12,000円×5人)×1回

・子ども支援事業、仕事の創造、就職活動支援 30,000 　3,000円×10回

・定期カウンセリング顧問契約 396,000 （33,000円×12回）

1,179,000

経常収入合計 1,359,000

Ⅱ 経常支出の部
1 事業費
・ワークショップ等の開催 6,000 講師謝礼2,000円×年3回

・直接個人面談 28,000 面談謝礼1,400円×20人

・リスニングパートナー≪ベーシック≫オープン講座開催1回 8,000 講師謝礼3,000円×年1回、ｱｼｽﾀﾝﾄ謝礼他

・リスニングパートナー育成研修会の開催1回 35,000
講師謝礼1,100円×25時間×1回、

アシスタント謝礼他

・リスニングパートナー継続研修会の開催 12,000 講師謝礼5,000円×年1回、アシスタント謝礼他

・リスニングリーダー育成研修会の開催1回 0 講師謝礼1,100円×20時間×1回

・市民後見人講座の開催1回 0 講師謝礼1,100円×20時間×1回

・子育て支援講座の開催1回 25,000 講師謝礼1,100円×20時間×1回、ｱｼｽﾀﾝﾄ謝礼他

・対話「ダイアローグ」講座の開催1回 25,000 講師謝礼1,100円×20時間×1回、ｱｼｽﾀﾝﾄ謝礼他

・子ども支援事業、仕事の創造、就職活動支援 30,000 講師謝礼8,000円×3回、ｱｼｽﾀﾝﾄ謝礼他

・印刷製本費 60,000 チラシ、パンフレット印刷

・通信運搬費 40,000 郵送費

・消耗品費 40,000 事務所備品、事務用品等

・機器備品費 10,000

・使用料及び賃借料 861,000 事務所家賃、駐車場代、研修会場代他

・旅費交通費 0

・火災保険料 25,000

1,205,000

2 　管理費
・会議費 50,000 総会、理事会他会議、会場費

・旅費交通費
・光熱水費 30,000 事務所上下水道代（西条）

・会費 10,000 松山市社会福祉協議会賛助会員年会費

90,000

経常支出合計 1,295,000

経常収支差額 64,000

Ⅲ その他資金支出の部
1 ・予備費 50,000

その他資金支出合計 　 50,000

　　当期収支差額 　 14,000

　　前期繰越収支差額  -3,119,411

　　次期繰越収支差額 -3,105,411

（法第10条第1項関係様式例）

令和7年度特定非営利活動に係る事業会計収支予算書
　令和7年9月1日から令和8年8月31日まで

特定非営利活動法人 働く人とその家族サポートセンター

科　目 金額（単位：円）


